
本
年
の
若
桐
同
窓
会
総
会
は

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
佐
賀
県

で
開
催
さ
れ
る
た
め
、
十
一
月
九

日
（
土
曜
日
）、
若
桐
ゴ
ル
フ
大

会
は
前
日
の
十
一
月
八
日
（
金
曜

日
）
開
催
と
な
り
ま
し
た
の
で

会
員
各
位
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
若
桐
同
窓
会
は
東
京
・

大
阪
・
福
岡
に
支
部
が
あ
り
ま

す
が
、
校
歌
を
作
詞
し
た
柿
村

重
松
先
生
も
東
京
で
二
松
学
舎

に
学
び
、
加
納
治
五
郎
校
長
の

東
京
高
等
師
範
学
校
で
は
生
涯

の
師
と
な
る
服
部
卯
之
吉
教
授

の
も
と
で
漢
学
を
極
め
、
大
阪

陸
軍
幼
年
学
校
で
は
孟
子
の
講

義
に
お
い
て
多
く
の
生
徒
に
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。
福
岡
高
等

学
校
（
現
九
州
大
学
）
在
任
中

に
は
「
本
朝
文
粋
注
釈
」
に
よ

り
帝
国
学
士
院
恩
賜
賞
を
授
賞
、

大
々
的
な
授
賞
記
念
講
演
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
民
主
主
義
の

現
代
と
異
な
り
、
天
皇
を
中
心

に
富
国
強
兵
を
国
是
と
し
、
坂

の
上
の
雲
を
追
っ
た
時
代
の
帝

国
学
士
院
恩
賜
賞
の
授
賞
は
福

岡
高
等
学
校
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
小
笠

原
長
生
公
ほ
か
地
元
唐
津
出
身

若
桐
同
窓
会
の
皆
さ
ん
如
何

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の

本
部
若
桐
同
窓
会
総
会
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類

に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
従

前
の
開
催
を
計
画
し
た
も
の
の
、

参
加
者
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

担
当
幹
事
で
あ
る
二
七
回
卒
の

金
谷
篤
さ
ん
は
じ
め
、
多
く
の

同
期
の
方
々
の
尽
力
と
歴
代
担

当
幹
事
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
、
百
五
十
名
近
い

参
加
者
が
あ
り
盛
会
の
内
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

改
め
て
若
桐
同
窓
会
の
経
糸
の

強
さ
と
同
期
の
皆
さ
ん
の
横
糸

の
確
か
さ
が
印
象
づ
け
ら
れ
た

総
会
で
し
た
。

の
掛
下
重
次
郎
（
最
高
裁
判
事
）、

曽
禰
達
三
（
建
築
家
・
東
京
丸

の
内
都
市
計
画
、
赤
坂
離
宮
な

ど
を
建
築
）
か
ら
祝
意
が
寄
せ

ら
れ
、
唐
津
に
帰
省
し
て
か
ら

も
大
島
小
太
郎
、
豊
田
稔
、
宮

島
徳
太
郎
等
三
十
余
名
の
有
志

が
柿
村
先
生
を
自
由
亭
に
招
い

て
歓
迎
祝
賀
の
宴
が
張
ら
れ
ま

し
た
。
母
校
校
歌
は
「
黎
明
す

で
に
朝
は
盈み

つ

」
で
始
ま
り
、「
努

力
の
前
途
に
光
ぞ
み
た
ん
」
で

終
わ
り
ま
す
が
、
日
の
出
前
か

ら
刻
苦
勉
励
、
努
力
精
進
を
重

ね
た
結
果
、
帝
国
学
士
院
恩
賜

賞
を
授
賞
し
た
柿
村
重
松
先
生

の
人
生
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

校
歌
の
誕
生
は
唐
津
商
業
学

校
が
昭
和
四
年
四
月
か
ら
県
立

へ
の
移
管
を
期
し
て
「
柿
村
先
生

以
外
校
歌
の
歌
詞
を
頼
め
る
人

は
な
い
」
と
し
て
十
人
町
の
自
宅

で
病
気
療
養
中
の
柿
村
先
生
に

お
願
い
に
行
く
の
で
す
が
、「
も
っ

と
立
派
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
」
と
先
生
は
固
辞
さ
れ
ま
し

た
が
、
当
時
商
業
学
校
が
あ
っ
た

舞
鶴
公
園
前
か
ら
再
三
に
渡
っ

て
柿
村
先
生
宅
に
通
わ
れ
た
川

添
先
生
の
熱
意
に
押
し
切
ら
れ

る
よ
う
な
形
で
お
引
き
受
け
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
歌
詞
は
、
将
来

あ
る
学
生
に
自
ら
の
人
生
を
重

ね
な
が
ら
松
浦
川
、
虹
ノ
松
原
、

玄
界
灘
な
ど
風
光
明
媚
な
ふ
る

さ
と
唐
津
を
誇
り
つ
つ
、
唐
津
の

自
然
が
持
つ
力
強
さ
、
逞
し
さ

を
巧
み
に
織
り
込
み
私
た
ち
を

叱
咤
激
励
す
る
素
晴
ら
し
い
内

容
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

母
校
は
そ
れ
か
ら
十
年
の
歳

月
を
経
た
昭
和
十
四
年
、
柿
村

不
思
議
な
縁え
に
し

毛
　
利
　
一
　
幸

若
桐
同
窓
会 

会
長

令和６年度本部若桐同窓会総会のご案内
日　　時　令和６年11月９日（土）午後５時
場　　所　唐津シーサイドホテル
　　　　　唐津市東唐津４丁目
　　　　　TEL 0955-75-3300
議　　題　事業報告・決算・予算・事業計画
懇親会費　￥5,000（総会終了後）
年 会 費　￥2,000（未納者のみ）
※�準備の都合がありますので、10月15日まで

に、同封のハガキにて出欠のご返事をお願い
します。

※�総会終了後懇親会を予定しておりますので車
はご遠慮ください。

※�時節柄、急な中止もあります。お尋ねは、唐
津商業高校同窓会事務局にお願いします。

　佐賀県立唐津商業高等学校若桐同窓会

� 会　　長　毛 利 一 幸

若桐第27回ゴルフ大会のご案内
日　　時　令和６年 11 月８日（金）
場　　所　唐津ゴルフ倶楽部
時　　間　10 時 07 分スタート
プレイ費　�8,200 円
　　　　　（セルフ、食事付き、税込み）
　　　　　�キャディ付の場合、別途 3,575

円追加になります。
会　　費　3,000 円
　　　　　（表彰式費用、賞品代など）
表 彰 式　�唐津ゴルフ倶楽部（プレー終

了後）優勝・飛賞多数
申込み期日　令和６年 10 月 15 日（火）迄
実行委員長　吉井　正司

― 事務局連絡先 ―
〒 847-0873 唐津市海岸通 7182-42
� 井　上　　　緑
� TEL 090-1873-3458
※�組み合わせ希望があれば返信はがきにて

希望者氏名をご記入ください。
※ HDCP はダブルペリア方式で行います。

同
窓
会
事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

全
国
同
窓
会
員
の
皆
様
へ

　

若
桐
同
窓
会
会
報
「
若
桐
」
の
全
国
全
会
員
へ
の
郵
送
を
、
同
窓
会

運
営
費
圧
迫
の
た
め
、
終
身
会
費
及
び
年
会
費
納
入
者
の
み
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
若
桐
同
窓
会
会
報
「
若
桐
」
の
掲
載
内
容
に

つ
い
て
は
、本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
り
で
き
ま
す
。）
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先
生
の
居
宅
す
ぐ
近
く
の
現
在

の
地
に
移
転
し
た
の
で
す
。

柿
村
先
生
は
昭
和
六
年
七
月

五
十
二
歳
で
鬼
籍
に
入
ら
れ
た

の
で
、
現
在
の
学
校
を
先
生
が

見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
私
に
は
母
校
が
作
詞
者
の

柿
村
先
生
を
慕
っ
て
移
転
し
た

よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。
私
の

学
生
時
代
は
（
昭
和
四
十
年
頃
）

学
校
の
西
か
ら
通
う
生
徒
は
柿

村
重
松
邸
の
前
を
通
り
す
ぐ
に

右
に
曲
が
っ
て
大
石
神
社
の
坂

を
上
り
左
折
し
て
登
校
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
校
歌
に
対

す
る
関
心
も
な
く
、
柿
村
重
松

先
生
が
偉
大
な
漢
学
者
で
あ
っ

た
な
ど
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。

後
年
私
は
、
柿
村
先
生
が
恩

師
服
部
卯
之
吉
先
生
よ
り
先
に

他
界
し
た
こ
と
を
知
り
、
文
京

区
に
あ
る
真
言
宗
護
国
寺
の
服

部
卯
之
吉
先
生
の
墓
所
に
柿
村

先
生
の
名
で
献
花
し
ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
に
は
東
京
駅
を
設
計

し
た
辰
野
金
吾
や
曾
禰
達
三
を

指
導
し
た
ジ
ョ
サ
イ
ヤ
・
コ
ン
ド

ル
の
墓
が
あ
り
ま
し
た
。
唐
津
の

偉
人
達
を
育
て
た
文
系
、
理
系
、

二
人
の
恩
師
が
す
ぐ
近
く
で
永

遠
の
眠
り
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

つ
い
先
日
、
新
一
万
円
が
発
券

さ
れ
ま
し
た
が
、
裏
面
は
東
京

駅
、
唐
津
人
に
と
っ
て
は
名
誉
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
全
国
の
同
窓

会
員
の
皆
さ
ん
、
各
支
部
近
郊

に
は
地
元
唐
津
出
身
の
先
達
が

残
し
た
「
縁
の
場
所
」
が
あ
り

ま
す
。
折
を
見
て
現
地
に
足
を

運
ば
れ
、
故
郷
唐
津
に
思
い
を

馳
せ
ら
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。
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若
桐
同
窓
会
の
皆
様
、
令
和
４
年
４
月

に
着
任
し
て
以
来
、
３
年
目
の
学
校
運
営
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
山
下 
哲
司
で
す
。
皆

様
に
は
日
頃
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
り
本
校

教
育
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、

本
校
勤
務
年
数
が
、
約
30
年
前
の
平
成
５
年

４
月
に
初
任
者
と
し
て
６
年
勤
務
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
管
理
職
と
し
て
勤
務
し
た
期

間
を
入
れ
通
算
、
10
年
を
超
え
ま
し
た
。
私

の
教
職
人
生
に
お
い
て
一
番
長
く
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
学
校
で
あ
り
、
愛
着
と
と
も

に
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
得
る
人
材
育

成
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
強
い
思
い
入
れ
も

あ
り
ま
す
。
全
日
制
課
程
は
創
立
１
０
７
年

目
、
定
時
制
課
程
は
73
年
目
を
迎
え
る
本
校

は
、
創
立
以
来
、
１
９
，
０
０
０
名
に
迫
る

卒
業
生
が
、
若
桐
同
窓
生
と
し
て
全
国
各
地

で
御
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
先
輩
方

が
築
か
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
確
実
に
引
き
継

ぎ
、
地
域
社
会
を
支
え
得
る
学
校
と
な
る
べ

く
、
歩
み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

本
校
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
全

日
制
課
程
は
４
５
９
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。
男
女
比
は
ほ
ぼ
同
数
で
、
２
年
時
か
ら

商
業
科
３
ク
ラ
ス
、
会
計
科
１
ク
ラ
ス
に
編

成
し
て
特
色
を
出
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
を
実

践
し
て
お
り
ま
す
。進
路
状
況
は
進
学
65
％
、

就
職
35
％
（
令
和
６
年
３
月
卒
業
生
実
績
）

で
あ
り
、
今
後
も
同
じ
傾
向
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
働
く
こ
と
を
自
分
事
と
し
て
考
え

ら
れ
る
生
徒
、「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決

め
る
」
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
む
教
育
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
部
活
動
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
野
球
部
は
、
九
州
地

区
高
等
学
校
野
球
大
会
に
昨
年
の
秋
、
今
年

の
春
と
２
季
連
続
で
出
場
し
、
春
の
大
会
で

は
、
宮
崎
県
立
宮
崎
商
業
高
等
学
校
に
勝
利

し
、
ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
ま
し
た
。
他
の
部

も
、
佐
賀
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
お

い
て
、
女
子
水
泳
部
が
団
体
３
位
、
女
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
と
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

ベ
ス
ト
８
進
出
等
、
着
実
に
実
績
を
残
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
６
月
に
開
催
さ
れ
た
佐

賀
県
高
等
学
校
簿
記
競
技
大
会
で
は
、
個
人

の
部
で
優
勝
、
ビ
ジ
ネ
ス
計
算
競
技
大
会
で

の
個
人
の
部
３
位
入
賞
者
も
含
め
、
３
名
が

全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た
佐
賀
県
生
徒
商
業

研
究
発
表
大
会
に
お
い
て
見
事
、
最
優
秀
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
23
回
を
数

え
る
同
大
会
に
お
い
て
常
に
佐
賀
県
ト
ッ
プ

の
座
に
君
臨
し
て
い
る
鳥
栖
商
業
高
等
学
校

の
牙
城
を
崩
す
こ
と
が
で
き
た
快
挙
で
す
。

日
頃
の
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
と
連
動
し
た
積
極
的

な
活
動
に
よ
り
成
果
が
上
が
り
ま
し
た
。

定
時
制
課
程
は
、
30
名
（
商
業
科
）
が

学
ん
で
お
り
ま
す
。
義
務
教
育
に
お
い
て
不

登
校
を
経
験
し
た
生
徒
も
多
く
入
学
し
て
お

り
ま
す
が
、
自
ら
の
居
場
所
を
見
つ
け
、
自

ら
の
ペ
ー
ス
で
学
び
を
進
め
て
お
り
、
商
業

の
検
定
試
験
に
も
貪
欲
に
挑
戦
し
、
着
実
に

結
果
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
４
月
に
入
学
し
た
１
年
生
が
挑
ん

だ
令
和
６
年
度
入
試
で
は
募
集
定
員
１
６
０

名
を
上
回
り
、
１
・
14
倍
の
応
募
者
数
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一

定
の
地
域
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
学
校
と

し
て
認
め
て
い
た
だ
い
た
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
今
後
、
児
童
・
生
徒
数
は

確
実
に
減
少
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
私
は
、
赴
任
当
初

か
ら
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
誇

ら
し
い
本
校
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
の
必
要
性
と
有
用
性
を
示

し
、
唐
津
商
業
高
校
を
存
続
さ
せ
る
任
を
命

じ
ら
れ
て
い
る
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
道
の
り
は
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
若
桐
同
窓
会
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
も
、
生
徒
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
誇

り
高
き
、
唐
津
商
業
高
等
学
校
を
目
指
し
、

様
々
な
仕
掛
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
若
桐
同
窓
生

の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を

心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

「
誇
り
高
き
、
唐
津
商
業
高
校
を
目
指
し
て
」

「
誇
り
高
き
、
唐
津
商
業
高
校
を
目
指
し
て
」

��

校
長　

山
下 

哲
司

コ
ロ
ナ
も
収
ま
り
３
年
振
り
の
第
94
回
同
窓
会
を
実
施
致

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
本
部
よ
り
毛
利
会
長
他
副
会
長
３
名

の
４
名
、
会
員
28
名
計
32
名
で
し
た
。
新
し
く
参
加
い
た
だ

い
た
方
や
常
々
参
加
い
た
だ
い
た
方
の
不
参
加
な
ど
様
々

な
、
近
況
で
し
た
。
進
行
は
集
合
写
真
に
始
ま
り
、
会
長
の

山
岡
さ
ん
の
挨
拶
、
本
部
役
員
の
挨
拶
な
ど
順
を
追
っ
て
進

み
懇
親
会
の
始
ま
り
で
す
。
乾
杯
の
音
頭
は
昭
和
34
年
卒
業

の
伊
藤
徹
男
様
に
始
ま
り

、
楽
し
い
会
食
。
３
年
分
の
思

い
を
吐
き
出
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
進
み
、
ハ
ズ
レ
無
し
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
大
も
あ
れ
ば
小
も
あ
る
、
こ
れ
が
ゲ
ー
ム

の
面
白
い
と
こ
ろ

少
し
時
間
を
取
り
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
、
当

時
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
て
た
ブ
キ
ウ
ギ
の
「
元
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本

歌
謡
団
」
所
属
杉
本
ま
ゆ
み
さ
ん
の
張
り
の
あ
る
歌
声
の
披

露
、
拍
手
喝
采
、
そ
の
後
２
〜
３
人
デ
ュ
エ
ッ
ト
タ
イ
ム
喜

色
満
面
「
良
か
っ
た
、
嬉
し
か
」
等
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
い
つ
も
の
校

歌
、
応
援
歌
、
高
校

三
年
生
を
高
ら
か
に

歌
い
、
中
締
め
の
音

頭
は
昭
和
40
年
卒
業

中
山
利
則
様
に
や
っ

て
い
た
だ
き
、
又
、

来
年
も
元
気

に
会

う
約
束
を
し
て
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
二

次
会
は
い
つ
も
の
寿

司
か
ら
津
で
行
い
ま

し
た
。

＊�

参
加
賞
は
大
原
松

露
饅
頭
で
し
た
。

関
西
支
部

「
若
桐
同
窓
会
関
西
支
部
」

森 

　
　
茂

 

商
高
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回
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令
和
元
年
の
第
61
回
総
会
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
よ
り
、
令
和
２
年
の
第
62
回
か
ら
令
和
４
年
の
第
64
回

の
間
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
同
窓
会
活
動
は
、
４
年
ぶ
り

と
な
る
令
和
５
年
10
月
21
日
、
パ
セ
ラ
リ
ゾ
ー
ツ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ

Ａ
に
、
本
部
の
毛
利
会
長
・
杉
原
副
会
長
の
出
席
を
賜
り
、

他
支
部
か
ら
の
特
別
参
加
、
特
に
沖
縄
居
住
の
松
尾
保
氏
の

空
路
に
よ
る
遠
距
離
参
加
を
頂
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

総
会
出
席
の
常
連
だ
っ
た
数
名
が
事
前
あ
る
い
は
、
当
日

に
体
調
不
良
等
に
よ
り
欠
席
さ
れ
た
等
、
参
加
者
は
決
し
て

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
45
名
の
出
席
者
で
盛
会
に

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

総
会
第
一
部
の
役
員
改
選
で
は
、
全
員
が
再
任
す
る
こ
と

で
出
席
者
の
賛
同
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

東
支
部
会
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
２
年
間
頑
張
っ
て
役
職
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
現
役
員
も
高
齢
化
が
進
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
の
で
、
若
い
皆
様
に
も
執
行
部
へ
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
、
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
か
ら
懇
親
会
と
な
り
、
昭
和
39
年
卒
業

の
武
田
尚
史
氏
が
声
高
々
に
「
乾
杯
」
の
発
声

で
会
食
と
な
り
、
会
場
は
一
気
に
賑
や
か
な
宴

会
モ
ー
ド
と
変
わ
り
ま
し
た
。

会
食
と
な
り
、
４
年
ぶ
り
の
懇
親
会
に
会
話

は
瞬
く
間
に
は
ず
み
、
お
互
い
に
ビ
ー
ル
の
酌

を
し
て
は
一
気
に
飲
み
干
し
、
長
か
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
の
こ
と
、
そ
の
中
で
の
家
庭
や
仕
事
の
こ

と
等
、
話
題
は
尽
き
な
い
よ
う
で
、
ど
の
席
で

も
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

例
年
で
は
、
盛
り
上
が
り
始
ま
り
の
頃
に
、
日

本
舞
踊
を
披
露
し
て
頂
い
て
い
た
勝
見
修
子
氏
、

更
に
は
、
マ
ジ
ッ
ク
や
芸
能
シ
ョ
ー
を
披
露
し

て
頂
い
て
い
た
大
西
慶
和
氏
も
体
調
を
崩
し
て
欠
席
さ
れ
、

残
念
の
一
言
に
つ
き
ま
し
た
。

唐
津
特
産
の
景
品
を
数
多
く
準
備
し
た
抽
選
会
は
、
例
年

同
様
に
好
評
で
、
そ
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は
自
慢
の
一
曲
を

披
露
し
て
満
足
の
顔
々
々
，
最
後
は
定
番
の
校
歌
・
応
援
歌

の
合
唱
で
、
ひ
さ
び
さ
の
懇
親
会
も
賑
や
か
に
閉
会
し
ま
し

た
。未

尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
悲
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。

現
東
京
若
桐
同
窓
会
の
東
清
二
会
長
（
昭
和
34
年
卒
業
）

が
、
今
年
５
月
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

東
様
は
、
長
期
間
監
查
役
な
ど
支
部
活
動
を
積
極
的
に
支

え
て
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
の
第
59
回
総
会
で
第
９
代
支
部

会
長
に
就
任
さ
れ
、
母
校
を
愛
し
、
同
窓
会
の
活
性
化
、
同

窓
会
の
将
来
に
向
け
て
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
次
期
役
員
改
選
ま
で
の
間
、
中
村
純
久
副
会
長
が
会

長
代
行
し
ま
す
。

関
東
支
部

「
第
65
回
総
会
の
開
催
」

吉
田  

広
信

 

商
高
４
回
卒

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

３
年
間
、
実
施
を
見
送
っ
て
い
た

福
岡
支
部
懇
親
会
の
実
施
の
可
否

を
め
ぐ
り
、
役
員
会
、
学
年
幹
事

会
に
お
い
て
意
見
の
交
換
を
重
ね

た
と
こ
ろ
、「
実
施
す
べ
し
」
が
多

数
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
日
時
や
会
場
の
選
定

等
の
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、

各
学
年
幹
事
の
方
々
の
ご
尽
力
、

ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
２
月
25
日

（
日
）
に
福
岡
市
の
八
仙
閣
本
店

に
て
、
毛
利
会
長
を
は
じ
め
、
校

長
先
生
、
本
部
役
員
の
方
々
の
ご

列
席
を
い
た
だ
き
総
勢
62
名
の
参

加
を
得
て
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

毛
利
会
長
の
挨
拶
で
は
、
若
桐

同
窓
会
の
団
結
と
更
な
る
発
展
に

つ
い
て
強
い
意
欲
を
感
じ
、
山
下

校
長
先
生
か
ら
は
新
し
い
視
点
・

観
点
か
ら
の
唐
津
商
業
高
校
の
現

状
や
今
後
の
展
望
等
、
貴
重
な
話

を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
い
出
話
が
尽
き
な
い

な
か
、
締
め
は
や
は
り
校

歌
と
第
一
応
援
歌
で
す
。

皆
が
肩
を
組
み
、
声
を

張
り
上
げ
歌
い
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
に
高
校
時
代
の

懐
か
し
い
場
面
が
思
い
出

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

同
窓
会
と
い
う
の
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
！
と
最

も
感
じ
る
時
で
も
あ
り
ま

す
。

こ
の
贅
沢
な
、
幸
せ
な
時
間
を

も
っ
と
多
く
の
同
窓
生
の
方
々
と

一
緒
に
過
ご
し
た
い
と
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

来
年
も
元
気
に
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
！

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は

２
時
間
と
い
う
時
間
の
制
約
の
な

か
、
非
常
に
意
義
の
あ
る
開
催
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
各
学
年
幹
事

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

令
和
６
年
度
　
福
岡
支
部
役
員

支
部
長　

松
本
和
典

�

（
昭
和
38
年　

商
高
定　
４
回
卒
）

副
支
部
長　

福
島
達
雄

�

（
昭
和
47
年　

商
高　

10
回
卒
）

事
務
局
長　

瀬
戸
雅
生

�

（
昭
和
44
年　

商
高　
７
回
卒
）

事
務
局　

原　

一
博

�

（
昭
和
46
年　

商
高　
９
回
卒
）

福
岡
支
部

「
同
窓
会
は 

幸
せ
な
時
間
」
瀬 

戸  

雅 

生
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挑戦する生徒を応援します！　若桐同窓会

…… 進路に向けての取り組み ……
本校の進路支援部主催『進路講演会』
の実施
　講師を招いて５月 28 日（火）に３年生を
対象として進路講演会が行われた。就職・
進学に向けての面接指導をしていただき、
実践も交えて面接で重要なことを学ぶこと
ができました。

唐津商業PR動画
配信中！

◆ 若桐同窓会会報 ◆令和６年９月１日　発行 第44号 （4）



令和６年７月４日に開催された上記大会において、最優秀
賞を獲得しました。「からつ学美舎」の地域課題の解決を調
査研究するグループが中心となり発表しました。企業の製造
過程でできる副産物に新たな価値を生かして商品開発を行
い、「仮説→企画→実践→検証→課題」と研究内容をプレゼ
ンテーションする点が評価されました。

第23回佐賀県高等学校生徒商業研究発表大会 最優秀賞快快挙挙

前田ななせさん（玄海みらい学園出身）が、合格率約 10%
の難関である「日商簿記１級」の合格を果たしました。さら
に、全国経理教育協会主催の「簿記能力上級」という合格率
約 14%の狭き門も見事突破し、「税理士試験の受験資格」を
獲得しました。前田さんは、簿記部に所属しており、日々の
努力が実りました。

日商簿記１級・簿記能力上級合格快快挙挙

部活動 運動部・文化部ともに盛んに活動し、力を合わせ高い目標に向かっています。
商業系の部活動もあり、難易度の高い資格取得に挑戦します。

◦「野球部」
　　４月：「九州地区高等学校野球大会」
　　ベスト４

◦5月：佐賀県高等学校総合体育大会
　・「女子ソフトボール部」……… 第3位
　・「水泳部」女子総合………… 第3位
　　50m自由形………………… 第3位
　　200m自由形… …………… 第3位
　　50mバタフライ…………… 第3位
　　100m自由形… …………… 第3位
　　400m自由形… …………… 第2位
　　200m個人メドレー… …… 第2位
　　4×200mフリーリレー…… 第3位
　　4×100mフリーリレー…… 第3位
　・「女子バレーボール部」…… ベスト８

◦「簿記部」
　佐賀県高等学校簿記競技大会
　個人の部 …… 優勝（全国大会出場）

◦「書道部」
　佐賀県高等学校席書会　
　臨書の部入賞 …… 秀作：４名

体育部 水泳/バスケットボール/女子バレーボール/ソフトテニス/剣道/弓道/野球/
女子ソフトボール/バドミントン/サッカー/卓球/総合体育部（陸上・ヨット・
ローイング等）

文化部 書道/吹奏楽/情報処理/
簿記/広報/茶道

令和6年度　部活動の主な成績

令和６年９月１日　発行◆ 若桐同窓会会報 ◆（5） 第44号



佐賀県立唐津商業高等学校
若 桐 同 窓 会

令和５年度【一般会計】決算書
自　令和５年４月１日　　至　令和６年３月 31 日

収入金額（13,613,746）−支出金額（7,436,149）＝次期繰越（6,177,597）

収入の部� 【単位：円】
項目 予算額 決算額 差引額 摘　　　　　要

1 前 期 繰 越 8,344,713 8,344,713 0 前年度より

2 通 常 会 費 630,000 494,000 △ 136,000

郵 2,000 × 211 名 ＝ 422,000
直接 2,000 × 24 名 ＝ 48,000
定卒 10,000 × 2 名 ＝ 20,000

計 490,000
定卒 2,000 × 2 名 ＝ 4,000

3 終 身 会 費 100,000 0 △ 100,000

4 生 徒 納 入 金 4,841,500 4,774,950 △ 66,550
※全日生徒納入金合計 4,808,150
※転学、退学者分返金 △ 33,200

計 4,774,950
6 雑 収 入 87 83 △ 4 預金利息

合　計 13,916,300 13,613,746 △ 302,554

3

1

支出の部� 【単位：円】
項目 予算額 決算額 差引額 摘　　　　　要

事 業 費 3,240,000 1,893,814 1,346,186
会 報 印 刷 費 1,200,000 266,844 933,156 会報印刷・発送料
旅 費 500,000 608,760 △ 108,760 会長旅費、支部総会出席旅費
渉 外 費 500,000 213,767 286,233 支部総会寸志・歓送迎会費
運 営 補 助 費 500,000 270,000 230,000 本部・関東・関西・福岡
通 信 費 150,000 37,613 112,387 切手・はがき等
会 議 費 200,000 396,904 △ 196,904 役員会・入会式・総会会場費
雑 費 120,000 47,126 72,874 残高証明書・郵便局手数料
消 耗 品 費 50,000 52,800 △ 2,800 事務用品
印 刷 費 20,000 0 20,000

2 母 校 後 援 費 700,000 712,700 △ 12,700 全国大会・九州大会餞別等、検定資格取得助成金
慶 弔 費 200,000 113,135 86,865
慶 弔 費 100,000 41,140 58,860 香典他
記 念 品 料 100,000 71,995 28,005 卒業記念品

4 名 簿 印 刷 費 0 0 0
5 記 念 事 業 基 金 500,000 500,000 0 記念事業会計へ
6 一般会計積立金 2,460,000 2,340,000 120,000 終身会費を一般会計積立金会計へ
7 若桐会館運営費会計へ 505,200 500,400 4,800 全日　1,200　×　417　名　＝　500,400
8 会館改修積立金会計へ 1,389,300 1,376,100 13,200 全日　3,300　×　417　名　＝　1,376,100
９ 予 備 費 4,921,800 0 4,921,800

合　計 13,916,300 7,436,149 6,480,151

◆ 若桐同窓会会報 ◆令和６年９月１日　発行 第44号 （6）



○卒業生の進路（過去５か年間）� ※進学就職者は進学に含む
項　　　目

卒業者数
進　　学　　者

就職者 自営業
家事手伝 その他卒業

年月 学科 性別 大学 短大 専門学校
各種学校

令和 2 年
3　　月

商業 男 44 6 1 15 22 0 0
女 72 2 4 20 45 0 1

会計 男 9 5 0 2 2 0 0
女 30 2 1 14 13 0 0

合　　　計 155 15 6 51 82 0 1

令和 3 年
3　　月

商業 男 50 14 0 11 25 0 0
女 65 1 4 31 28 0 1

会計 男 16 4 0 5 7 0 0
女 24 6 3 8 7 0 0

合　　　計 155 25 7 55 67 0 1

令和 4 年
3　　月

商業 男 49 9 1 19 20 0 0
女 70 5 9 30 26 0 0

会計 男 15 3 0 7 5 0 0
女 24 7 1 8 8 0 0

合　　　計 158 24 11 64 59 0 0

令和 5 年
3　　月

商業 男 54 12 0 19 28 0 0
女 52 3 7 23 20 0 0

会計 男 12 5 0 3 4 0 0
女 28 3 1 6 18 0 0

合　　　計 146 23 8 51 70 0 0

令和 6 年
3　　月

商業 男 36 6 0 13 16 0 1
女 42 0 3 19 20 0 0

会計 男 14 5 0 7 2 0 0
女 25 9 2 11 3 0 0

合　　　計 117 20 5 50 41 0 1

Ⅰ・卒業生の業種別人数
性別

種別
全日制
男 女

医療・看護・保健 ０ 7
事 務 的 5 10
販 売・ 営 業 1 1
サ ー ビ ス ０ 2
製造・修理・塗装・製図等 7 3
配送・輸送・機械運転 2 ０
建築・土木・電気工事 3 ０
合 計 18 23

Ⅱ・地区別就職先
性別

種別
全日制
男 女

県 内 14 20
福 岡 2 1
関 西 ０ 1
中 京 1 ０
関 東 1 ０
大 分 ０ 1
合 計 18 23

就職状況

Ⅲ・企業名
《関　東》　杉孝
《中　京》　トヨタ自動車
《関　西》　ファインスタッフ
《福　岡》　�九州旅客鉄道、トヨタ自動車九州、ジェイアー

ル西日本フードサービスネット、日本製鉄
《大　分》　�湯布院インテック	
《県　内》　�まつら森林組合、宮島醤油、日本建設技術、唐

津信用金庫、イオン九州、SUMCO 九州事業所、
玄海産業、ニシハツ、唐津バルブ工業、唐津水
産加工団地協同組合、唐津プレシジョン、米村
電設工事、税理士法人アップパートナーズ、ブ
ルーム、	古舘歯科医院、ミゾタ、エディオン、
JA オート佐賀、コカ・コーラボトラーズジャパ
ンベンディング、日本郵便九州支部、金子産業、
藤崎病院、河畔病院、ひがしまち整形外科、副
島整形外科病院、玄海町役場

№ 学　　校　　名 男 女
1 佐 賀 大 学 2 1
2 福 岡 大 学 3 1
3 九 州 産 業 大 学 3
4 久 留 米 大 学 2
5 中 村 学 園 大 学 1
6 西 九 州 大 学 5
7 長 崎 外 国 語 大 学 1
8 日 本 文 理 大 学 1
9 中村学園大学　短期大学部 2

10 福 岡 医 療 短 期 大 学 1
11 福岡こども短期大学部 1
12 西 日 本 短 期 大 学 部 1
13 F・C フチガミ医療福祉専門学校 1
14 KCS 福岡情報専門学校 2
15 麻生医療福祉＆保育専門学校　福岡校 2
16 麻生外語観光＆ブライダル専門学校 1
17 麻生建築＆デザイン専門学校 1 1
18 麻生公務員専門学校　福岡校 4 2
19 麻生情報ビジネス専門学校 2
20 麻生美容専門学校　福岡校 1
21 大原スポーツ公務員専門学校　福岡校 1
22 大原簿記ビジネス専門学校　福岡校 1
23 大村美容ファッション専門学校 1

№ 学　　校　　名 男 女
24 国際エステティック専門学校 2
25 小倉リハビリテーション学院 1
26 専門学校九州ビジュアルアーツ 1
27 専門学校久留米リハビリテーション学院 1
28 専門学校日本デザイナー学院　九州校 1
29 原 看 護 専 門 学 校 1
30 福岡 ECO 動物海洋専門学校 1
31 福岡医健・スポーツ専門学校 2
32 福 岡 医 療 専 門 学 校 2
33 福岡医療秘書福祉専門学校 1
34 福 岡 こ ど も 専 門 学 校 2
35 福岡ビューティーアート専門学校 2
36 福岡リゾート＆スポーツ専門学校 1
37 アイ・ビービューティカレッジ 1
38 九州国際情報ビジネス専門学校 1
39 佐賀歯科衛生専門学校 3
40 武雄看護リハビリテーション学校 3
41 唐 津 看 護 専 門 学 校 7
42 唐津ビジネスカレッジ 1
43 佐賀県立産業技術学院 1
44 関 西 医 科 専 門 学 校 1

45 一般財団法人日本モーターボート
競 走 会 ボ ー ト レ ー サ ー 養 成 所 1

令和５年度の進路状況
進学先一覧
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インターネットショッピングモール

「からつ学
ま な

美
び

舎
や

」は16年目を迎えました。
「からつ学美舎」は社長をはじめ、社員すべてが高校生。令和 6 年度は 16 代目の社員たちが運営

を担っています。インターネットによる活動だけでなく、県内外にて販売実習を行ったり、オリジ
ナル商品を開発したりと、活動の場を広げています。本校生が開発したオリジナルブランド「松ゅ
らる」シリーズが唐津市ふるさと納税のお礼の品としても採用されるなど、本校生の活動が高く評
価されています。

・ 企 業 理 念 ・・ 企 業 理 念 ・

Statement：想像を超え、新たな挑戦へ
Mission　：誠実さと品格を持って、様々な事に挑戦し、人々に活力と笑顔を提供します。
Value　　：地元の人々との繋がり　伝統の継承と新たな発展　地元高校生の活力
Principle  ：「凡事徹底」「常に挑戦し、進みます」「目配り、気配り、心配り」
　　　　　  「地元に誇りを持ち、誠実さを持って行動します。」

16代目「からつ学美舎」幹部
オリジナル商品の

美味eatドレッシング1本450円

URL　  http://karatsu.manabiya.co.jp
E-mail  karatsu@manabiya.co.jp

★�現在、新商品を開発中です。乞うご期待ください！

からつ学美舎
Click here !

QRコードQRコード
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